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研究要旨  
当該研究班では肝移植後の肝炎ウイルス新規治療の確立と標準化を目的として研究を推進している 
C 型肝炎に関しては導入された C型肝炎に対する新規薬剤の効果と有害事象を検討する目的で、まずインタ
ーフェロン＋リバビリン＋テラプレビル(TVR)およびシメプレビル(SMV)の症例について全国規模で収集した。
その結果、研究代表者および分担者所属施設から、肝移植後 C型肝炎に対して HCV の NS3 領域に対する DAA を
用いて治療を行った 102 例の症例が登録された。内訳は TVR 使用例が 32 例、SMV 使用例が 70 例であった。そ
のうち現時点では 77 例に於いて治療が終了しており、24 例は治療中であった。TVR 群および SMV 群の累積
HCV-RNA 陰性化率はそれぞれ 12 週で 93.8%および 82.9%、24 週で 93.8%および 84.3%であり有意差は認めなか
った（p=0.2215）。また SVR 率は TVR にて 67.7%、SMV では 54.0%であった（全体として 59.2%）。 
副作用に関しては、TVR群ではSMV群に比し有為に高度貧血による輸血率が高率（40.6% vs. 11.4%、p<0.001）
であった。TVR群ではその他にInterferon mediated graft dysfunction (IGD、n=4）、倦怠感（n=5)、門脈血
栓(n=1)、肺炎(n=1)を認め、SMV群ではIGD（n=7）、うつ症状(n=2)、網膜症(n=2)、眼底出血(n=1)、間質性肺
炎(n=1)、発熱 (n=1)、口内炎(n=1)、咽頭痛(n=1)を認めた。IGD症例のうち、9例ではSVRが達成されたが、ス
テロイドなどの治療に伴いHCVの再燃を認めた。結果として、TVR投与症例では従来より髙いSVRを認めたもの
の、免疫抑制剤の綿密なコントロールが必要であり、輸血を要する貧血など重篤な有害事象が発生した。SMV
投与症例では有害事象の頻度は低いものの、SVR率は54.0%と比較的低かった。 
 これらの結果は従来のインターフェロン療法によるウイルス学的著効（SVR）率は42%に過ぎなかったことに
比較すれば髙い奏功率であるが、今だ満足できる結果とは言い難い。さらに新規の薬剤である経口２剤のアス
ナプレビル、ダグラタスビルをウイルス変異をモニターしながら投与しているところであり、次年度の班会議
では全国集計が可能となるであろう。 
 こうした症例は単独施設経験として数例あるいは十数例程度の経験として、治療の有効性や有害事象などの
報告がなされているが、症例数が限られており、標準的治療として確立されるには至っていない。今後も次々
に登場する DAA を用いて、肝移植後の有効かつ安全な C型肝炎再発に対する治療を行うために、全国の 80%肝
移植症例をカバーする本研究班の意義は大きいと考え、引き続き治療の標準化を目指す。 
 さらにソフォスブビル+レディパスビルの新規薬剤が C 型肝炎に対して保険承認される可能性があり、これ
ら２剤の薬剤の特徴は髙い奏功率と肝機能不良症例にも使用可能なことである。したがって、欧米では肝移植
直前に使用することで術後の肝炎再発が見られない症例が存在することが報告されている。本研究班の枠組み
を用いてこのような臨床試験を行うことをめざす。 
B型肝炎関連肝移植には末期 B型肝硬変に対する肝移植と HBc 抗体陽性ドナーからの肝移植がある。HBV肝移
植では高力価 HBsヒト免疫グロブリン(HBIG)と核酸アナログは HBV再活性化を制御するが、生涯にわたる HBIG
投与は患者 QOL を低下させ、数十億の医療費が必要と推定される。HLA-DP の遺伝子多型による HBs 抗体産生の
規定が報告され、コンパニオン診断としての可能性がある。本研究期間に 1) HBV ワクチン療法による HBs 抗
体陽転化率に関する全国的情報収集：HBV ワクチン療法の現状について施行率、陽転化率、有害事象に関する
調査を行う。2) HLA-DP 遺伝子多型解析：全国のワクチン施行例の HLA-DP 遺伝子多型と抗体陽転化との関連
を明らかにし、コンパニオン診断としての意義を検討する。今年度は、九州大学で肝移植を施行した症例の中
で B型肝炎ウイルス陽性例、B型肝炎既往感染例及び HBV ワクチン投与例における HLA-DPA1 及び DPB1 の一塩
基多型について検討した。生体肝移植後 HBIG と核酸アナログで B型肝炎感染予防を 10ヶ月以上行い、肝機能
がほぼ正常な症例 19例に対し、B型肝炎ワクチンを毎月投与した。ワクチンが無効であった 8例とワクチンが
有効でHBIGから離脱可能であった11例を比較検討した。HLA-DPA1上のrs3077の遺伝子多型の検討では、CC/CT
がワクチン無効 8 例では各 5/3 例、ワクチン有効 10 例では各 6/5 例であった（有意差なし）。HLA-DPB1 上の
rs9277535 の遺伝子多型の検討では、GG/GA がワクチン無効 8例では各 7/1 例、ワクチン有効 11例では各 3/8
例であった（P=0.007）。この結果から、B型肝炎ワクチン有効例では HLA-DPB1 上の rs9277535 は GA の可能性
が有意に高い事が明らかとなった。本年度の成果を基にワクチン有効の 3 例で HBIG と核酸アナログの投与を
中止可能であった。現在、2 例でワクチン投与中、8 例が肝移植後ワクチン待機中であるため、来年度はこれ
らの症例についても解析予定である。我々の推計では本邦にて使用される HBIG の 60％以上は肝移植後の
HBV再活性予防に使われている。さらに本邦で使用されているHBIGの 98%を外国よりの輸入に頼っている
のが現状である。HBV 関連の肝移植患者はワクチンにより抗体の陽転化ができなければ生涯にわたる HBIG
の使用が必要となり患者の QOL低下や未解決の感染の問題、さらには医療経済上も大きな問題である。そこ
でワクチンの効果予測ができることによってワクチン投与が推進されひいては HBIG の使用量を低減するこ
とが可能となる。血液製剤の輸入量を減ずることができれば医療行政的にも意義は大きいと考える。 
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Ａ．研究目的 
当該研究班では肝移植後の肝炎ウイルス新規治
療の確立と標準化を目的として研究を推進する。 

C 型肝炎ウイルス性非代償性肝硬変に対する究
極の治療として肝移植が普及したが、肝移植後の
成績を大きく左右するのがC型肝炎再発の問題で
ある。また、従来のインターフェロン療法による
ウイルス学的著効（SVR）率は 42%に過ぎない。
しかしながら、2013年以降、Direct acting agent
とよばれる HCV に直接左葉する新規治療薬開発
（テラプレビル、シメプレビル）が開発され、非
肝移植症例には広く使用されるようになった。一
方で免疫抑制剤血中濃度の不安定化、高度貧血や
腎機能障害、変異耐性ウイルス株の出現、インタ
ーフェロン関連グラフト機能障害等の問題を発症
することが示唆されている。学会などに於いては、
単独施設経験として数例あるいは十数例程度の経
験として、それら DAA を用いた治療の有効性や
副作用などの報告がなされているが、症例数が限
られており、標準的治療として確立されるには至
っていない。今後も次々に登場する DAA を用い
て、肝移植後の有効かつ安全な C型肝炎再発に対
する治療を行うために、全国の 80%肝移植症例を
カバーする多施設共同研究組織を形成し、病態の
解明と臨床試験を通じた治療の標準化を目指す。 
B 型肝炎ウイルス(HBV)による非代償性肝硬変
に対する究極の治療として肝移植が普及したが、
移植後のウイルス制御が未解決である。HBV 関連
肝移植には末期 B 型肝硬変に対する肝移植と HBc
抗体陽性ドナーからの肝移植がある。HBV 肝移植
では高力価 HBs ヒト免疫グロブリン(HBIG)と核酸
アナログは HBV 再活性化を制御するが、生涯にわ
たる HBIG 投与は患者 QOL を低下させ、数十億の医
療費が必要と推定される。このため、ワクチン接
種による能動免疫の獲得が理想的である。HLA-DP
の遺伝子多型による HBs 抗体産生の規定が報告さ
れ、コンパニオン診断としての可能性がある。 
 
Ｂ．研究方法 
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研究代表者および分担者所属施設から、C型肝
炎に対してDAA（テラプレビル（TVR）、シメプ
レビル（SMV））を用いた肝移植症例の臨床デー
タを、参加各施設から研究代表者施設に回収、デ
ータベースを作成し、その有効性および安全性に
関する統計学的解析を行う 

九州大学病院で肝移植を施行した症例の中でB
型肝炎ウイルス陽性26例、B型肝炎既往感染34例及
びHBVワクチン投与19例を用いた。該当症例の末梢
血より、ゲノムDNAを抽出した検体を、随時、国立
国際医療研究センターに搬送した。国立医療セン
ターに集積後、東京大学大学院医学系研究科人類
遺伝学分野へ搬送し、HLA-DPA1及びDPB1の一塩基
多型について検討した。 
（倫理面への配慮） 

C型肝炎に対するDAAの効果の全国調査に関し
ては連結可能匿名化された臨床データを全国から
収集した。本試験に関与するすべての者は「世界
医師会ヘルシンキ宣言」、および「臨床研究に関す
る倫理指針」に従う。試験に携わる関係者は被験
者の個人情報保護に最大限の努力をはらう。連結
可能匿名化を行うために新たに被験者識別コード
を付し、それを用いる。医療機関外の者が、被験
者を特定できる情報（氏名・住所・電話番号など）
は記載しない。 
HBVのワクチン接種に関する研究では検体は、全
て連結不可能匿名化し、国立国際医療研究センタ
ーに搬送した。本研究は九州大学臨床倫理委員会
で承認された上で行った。 
 
Ｃ．研究結果 
C 型肝炎に対する新規薬剤の効果・有害事象の全
国調査 
研究代表者および分担者所属施設から、肝移植
後 C 型肝炎に対して HCV の NS3 領域に対する DAA
を用いて治療を行った 102 例の症例が登録された。
内訳は TVR 使用例が 32 例、SMV 使用例が 70 例で
あった。そのうち現時点では 77例に於いて治療が
終了しており、24 例は治療中であった。TVR 群お
よびSMV群の累積HCV-RNA陰性化率はそれぞれ12
週で93.8%および82.9%、24週で93.8%および84.3%
であり有意差は認めなかった（p=0.2215）。また
SVR 率は TVR にて 67.7%、SMV では 54.0%であった
（全体として 59.2%）。 
結果として、TVR投与症例では従来より髙いSVRを
認めたものの、免疫抑制剤の綿密なコントロール
が必要であり、輸血を要する貧血など重篤な有害
事象が発生した。SMV投与症例では有害事象の頻度
は低いものの、SVR率は54.0%と比較的低かった。 
 
HBV ワクチンの効果と HLADP の一塩基多型 
生体肝移植後HBIGと核酸アナログでB型肝炎感染
予防を10ヶ月以上行い、肝機能がほぼ正常な症例1

9例に対し、B型肝炎ワクチンを毎月投与した。ワ
クチンが無効であった8例とワクチンが有効でHBI
Gから離脱可能であった11例を比較検討した。HLA
-DPA1上のrs3077の遺伝子多型の検討では、CC/CT
がワクチン無効8例では各5/3例、ワクチン有効10
例では各6/5例であった（有意差なし）。HLA-DPB1
上のrs9277535の遺伝子多型の検討では、GG/GAが
ワクチン無効8例では各7/1例、ワクチン有効11例
では各3/8例であった（P=0.007）。 
 
Ｄ．考察 
現在までに得られたC型肝炎治療に関する成果
の重要なポイントは、1）DAA（TVR、SMV）を
併用したペグインターフェロン・リバビリン治療
ではHCVRNA陰性化率は90%近く高率であるに
も関わらずSVR率が59.2%に留まったこと、2）イ
ンターフェロン併用の治療であるため、Interfero
n mediated graft dysfunctionという拒絶反応類
縁疾患を10%程度の症例に発症すること、3）TV
RはSMVよりも輸血が必要な高度貧血など重度の
副作用が発生しやすい、という点に集約できる。 
B 型肝炎ワクチン有効例では HLA-DPB1 上の
rs9277535は GAの可能性が有意に高い事が明らか
となった。現在、2例でワクチン投与中、8例が肝
移植後ワクチン待機中であるため、来年度はこれ
らの症例についても解析予定である。最近、HLA-DP
のサブクラスの遺伝子型が B 型肝炎感染と相関す
るとの報告があった。来年度は、当該症例のサブ
クラス解析も行う予定である。 
 
Ｅ．結論 
肝移植後 C 型肝炎再発に対して行われた TVR
および SMV 併用の 3 剤併用療法により、従来の
ペグインターフェロン・リバビリン療法（SVR
率:30-40%）に比しSVR率は約60%と改善したが、
約 90%の VR率からすると不十分な結果であった。
今後は NS5A あるいは NS5B に対する次世代の
DAA を肝移植後 C 型肝炎に適応し、より有効な
治療を行いたい。 

HBV関連の生体肝移植において、レシピエント
でのB型肝炎再活性化予防は可能である。HLA-D
PB1上の一塩基多型がHBVワクチンの効果と関
連する事が示唆された。 
 
Ｆ．健康危険情報 
特記すべきことなし。 

 
Ｇ．知的財産権の出願・登録状況 
  （予定を含む。） 
特記すべきことなし 
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生体肝移植後B型肝炎ワクチンの効果とHLA-DPの一塩基多型に関する研究 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

研究要旨  

B型肝炎ウイルス(HBV)による非代償性肝硬変に対する究極の治療として肝移植が普及したが、移植後のウイル
ス制御が未解決である。HBV関連肝移植には末期B型肝硬変に対する肝移植とHBc抗体陽性ドナーからの肝移植が
ある。HBV肝移植では高力価HBsヒト免疫グロブリン(HBIG)と核酸アナログはHBV再活性化を制御するが、生涯に
わたるHBIG投与は患者QOLを低下させ、数百億の医療費が必要と推定される。ワクチン接種で抗体陽転化すればH
BIGは不要だが、陽転化の予測ができず率も低いため積極的な接種が行われていない。HLA-DPの遺伝子多型によ
るHBs抗体産生の規定が報告され、コンパニオン診断としての可能性がある。ワクチン高容量投与による抗体陽
転化率の向上を示唆するデータが得られており、多施設共同研究の臨床試験で確認する。本研究期間に1) HBV
ワクチン療法によるHBs抗体陽転化率に関する全国的情報収集： HBVワクチン療法の現状について施行率、陽
転化率、有害事象に関する調査を行う。2) HLA-DP遺伝子多型解析： 全国のワクチン施行例のHLA-DP遺伝子多
型と抗体陽転化との関連を明らかにし、コンパニオン診断としての意義を検討する。3) 高容量HBVワクチンに
よる陽転化率向上の試み： 高容量ワクチンの効果を多施設共同で陽転化率を検討する。HBVのディープシーク
エンス解析： HBVのゲノム解析とワクチン効果予測との関連を検討する。肝移植後のB型肝炎感染予防を遺伝
子解析の視点から行った研究はこれまで皆無である。遺伝子の多型によって変化するHLA蛋白の三次元構造の変
化が明らかになれば、現在使用可能なB型肝炎ワクチンの問題点などが明らかになり、新たなワクチン開発にも
つながると考えられる。 

 今年度は、九州大学で肝移植を施行した症例の中でB型肝炎ウイルス陽性例、B型肝炎既往感染例及びHBVワク
チン投与例におけるHLA-DPA1及びDPB1の一塩基多型について検討した。 
 
1) HBV の感染と HLADP の一塩基多型：生体肝移植前に HBs 抗原陽性であった（B 型肝炎キャリア）26 例と HBs
抗体陽性であった(B 型肝炎既往感染)34 例を用いた。背景因子では両群間に有意差を認めなかった。HLA-DPA1
上の rs3077 の遺伝子多型の検討では、CC/CT/TT が HBs 抗原陽性 26例では各 12/11/3 例、HBs 抗体陽性 34例で
は各 14/7/3 例であった（有意差なし）。HLA-DPB1 上の rs9277535 の遺伝子多型の検討では、GG/GA/AA が HBs 抗
原陽性 26 例では各 12/11/3 例、HBs 抗体陽性 34 例では各 10/21/3 例であった（有意差なし）。B 型肝炎感染と
HLA-DPA1 及び DPB1 の一塩基多型には関与は認められなかった。 
 
2) HBV ワクチンの効果と HLADP の一塩基多型 
生体肝移植後 HBIG と核酸アナログで B型肝炎感染予防を 10ヶ月以上行い、肝機能がほぼ正常な症例 19例に対
し、B 型肝炎ワクチンを毎月投与した。ワクチンが無効であった 8 例とワクチンが有効で HBIG から離脱可能で
あった 11例を比較検討した。無効 8例の男/女比は 6/2、有効 10例の男/女比は 1/10 (P=0.002)、生体肝移植時
の平均年齢は各々54.3 歳、37.0 歳であった(P=0.01)。無効 8例の原疾患は壊死後性肝硬変 6例、B型劇症肝炎 1
例、血管腫 1例であった。有効 11 例では壊死後性肝硬変 4例、B型劇症肝炎 4例、胆道閉鎖症 3例であった。
ワクチン開始時の平均年齢は各々56.6 歳、40.3 歳であった(P=0.02)。HLA-DPA1 上の rs3077 の遺伝子多型の検
討では、CC/CT がワクチン無効 8 例では各 5/3 例、ワクチン有効 10 例では各 6/5 例であった（有意差なし）。
HLA-DPB1 上の rs9277535 の遺伝子多型の検討では、GG/GA がワクチン無効 8 例では各 7/1 例、ワクチン有効 11
例では各 3/8 例であった（P=0.007）。この結果から、B 型肝炎ワクチン有効例では HLA-DPB1 上の rs9277535 は
GA の可能性が有意に高い事が明らかとなった。 
 本年度の成果を基に、ワクチン有効の 3例で HBIG と核酸アナログの投与を中止可能であった。現在、2 
例でワクチン投与中、8例が肝移植後ワクチン待機中であるため、来年度はこれらの症例についても解析予定で
ある。これらの症例で HLADP の SNP 解析のワクチン効果予測における有効性が証明されれば全国レベルの多施設
共同研究を行う予定である。 
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Ａ．研究目的 
B 型肝炎ウイルス(HBV)による非代償性肝硬変に対
する究極の治療として肝移植が普及したが、移植
後のウイルス制御が未解決である。HBV 関連肝移植
には末期 B 型肝硬変に対する肝移植と HBc 抗体陽
性ドナーからの肝移植がある。HBV肝移植では高力
価 HBs ヒト免疫グロブリン(HBIG)と核酸アナログ
は HBV 再活性化を制御するが、生涯にわたる HBIG
投与は患者 QOL を低下させ、数百億の医療費が必要
と推定される。また、核酸アナログは移植後腎障害
の原因となり、内服中の妊娠では胎児への影響も危
惧されている。このため、ワクチン接種による能動
免疫の獲得が理想的である。ワクチン接種で抗体陽
転化すれば HBIG は不要だが、陽転化の予測ができ
ず率も低いため積極的な接種が行われていない。
HLA-DP の遺伝子多型による HBs 抗体産生の規定が
報告され、コンパニオン診断としての可能性がある。
ワクチン高容量投与による抗体陽転化率の向上を
示唆するデータが得られており、多施設共同研究の
臨床試験で確認する。肝移植後の B型肝炎感染予防
を遺伝子解析の視点から行った研究はこれまで皆
無である。遺伝子の多型によって変化する HLA蛋白
の三次元構造の変化が明らかになれば、現在使用可
能な B 型肝炎ワクチンの問題点などが明らかにな
り、新たなワクチン開発にもつながると考えられる。 
 
Ｂ．研究方法 

九州大学病院で肝移植を施行した症例の中でB型肝
炎ウイルス陽性26例、B型肝炎既往感染34例及びHBV
ワクチン投与19例を用いた。該当症例の末梢血より、
ゲノムDNAを抽出した検体を、随時、国立国際医療
研究センターに搬送した。国立医療センターに集積
後、東京大学大学院医学系研究科人類遺伝学分野
へ搬送し、HLA-DPA1及びDPB1の一塩基多型について
検討した。 
（倫理面への配慮） 
検体は、全て連結不可能匿名化し、国立国際医療研
究センターに搬送した。本研究は九州大学臨床倫理
委員会で承認された上で行った。 
 
Ｃ．研究結果 
1) HBV の感染と HLADP の一塩基多型：生体肝移植
前に HBs 抗原陽性であった（B型肝炎キャリア）26
例とHBs抗体陽性であった(B型肝炎既往感染)34例
を用いた。背景因子では両群間に有意差を認めなか
った。HLA-DPA1 上の rs3077 の遺伝子多型の検討で
は、CC/CT/TT が HBs 抗原陽性 26 例では各 12/11/3
例、HBs抗体陽性 34例では各 14/7/3例であった（有
意差なし）。HLA-DPB1 上の rs9277535 の遺伝子多型
の検討では、GG/GA/AA が HBs 抗原陽性 26例では各
12/11/3 例、HBs 抗体陽性 34例では各 10/21/3 例で

あった（有意差なし）。B型肝炎感染と HLA-DPA1 及
び DPB1 の一塩基多型には関与は認められなかった。 
2) HBV ワクチンの効果と HLADP の一塩基多型 
生体肝移植後HBIGと核酸アナログでB型肝炎感染予
防を10ヶ月以上行い、肝機能がほぼ正常な症例19
例に対し、B型肝炎ワクチンを毎月投与した。ワク
チンが無効であった8例とワクチンが有効でHBIGか
ら離脱可能であった11例を比較検討した。無効8例
の男/女比は6/2、有効10例の男/女比は1/10 (P=0.
002)、生体肝移植時の平均年齢は各々54.3歳、37.
0歳であった(P=0.01)。無効8例の原疾患は壊死後性
肝硬変6例、B型劇症肝炎1例、血管腫1例であった。
有効11例では壊死後性肝硬変4例、B型劇症肝炎4例、
胆道閉鎖症3例であった。ワクチン開始時の平均年
齢は各々56.6歳、40.3歳であった(P=0.02)。HLA-D
PA1上のrs3077の遺伝子多型の検討では、CC/CTがワ
クチン無効8例では各5/3例、ワクチン有効10例では
各6/5例であった（有意差なし）。HLA-DPB1上のrs9
277535の遺伝子多型の検討では、GG/GAがワクチン
無効8例では各7/1例、ワクチン有効11例では各3/8
例であった（P=0.007）。 
 
Ｄ．考察 
B 型肝炎ワクチン有効例では HLA-DPB1 上の
rs9277535 は GA の可能性が有意に高い事が明らか
となった。現在、2 例でワクチン投与中、8 例が肝
移植後ワクチン待機中であるため、来年度はこれら
の症例についても解析予定である。最近、HLA-DP
のサブクラスの遺伝子型が B 型肝炎感染と相関す
るとの報告があった。来年度は、当該症例のサブク
ラス解析も行う予定である。 
 
Ｅ．結論 
HBV関連の生体肝移植において、レシピエントで
のB型肝炎再活性化予防は可能である。HLA-DPB
1上の一塩基多型がHBVワクチンの効果と関連す
る事が示唆された。 
 
Ｆ．知的財産権の出願・登録状況 
  （予定を含む。） 
 1. 特許取得 
なし 
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厚生労働科学研究委託費 
肝炎等克服実用化研究事業（肝炎等克服緊急対策研究事業） 

委託業務成果報告（業務項目） 
 

C型肝炎再発に関する研究 
 

担当責任者  前原 喜彦  九州大学大学院医学研究院 教授 
 

Ａ．研究目的 

C 型肝炎ウイルス性非代償性肝硬変に対する究極
の治療として肝移植が普及したが、肝移植後の成績
を大きく左右するのがC型肝炎再発の問題であり、
有効な治療がなされない場合、移植後 5 年で約
20-30%の症例が肝硬変にまで至ると報告されてい
る。また、従来のインターフェロン療法によるウイ
ルス学的著効（SVR）率は 42%に過ぎない。しか
しながら、2013年以降、Direct acting agentとよ
ばれるHCVに直接作用する新規治療薬開発（テラ
プレビル、シメプレビル）が開発され、非肝移植症
例には広く使用されるようになった。一方肝移植後
の C 型肝炎再発に於いては、それら薬剤による高
い SVR率が期待されるものの、一方で免疫抑制剤
血中濃度の不安定化、高度貧血や腎機能障害、変異
耐性ウイルス株の出現、インターフェロン関連グラ
フト機能障害等の問題を発症することが示唆され
ている。学会などに於いては、単独施設経験として
数例あるいは十数例程度の経験として、それら
DAA を用いた治療の有効性や副作用などの報告が
なされているが、症例数が限られており、標準的治
療として確立されるには至っていない。今後も次々
に登場するDAAを用いて、肝移植後の有効かつ安
全な C 型肝炎再発に対する治療を行うために、全
国の 80%肝移植症例をカバーする多施設共同研究
組織を形成し、病態の解明と臨床試験を通じた治療
の標準化を目指す。 
 
Ｂ．研究方法 
研究代表者および分担者所属施設から、C型肝炎に
対して DAA（テラプレビル（TVR）、シメプレビル
（SMV））を用いた肝移植症例の臨床データを、参
加各施設から研究代表者施設に回収、データベース
を作成し、その有効性および安全性に関する統計学
的解析を行う。いずれもペグインターフェロン・リ
バビリンを併用する治療法であるが、ペグインター
フェロンの種類（2aあるいは 2b）や量に関する制
限は設けない。また DAAの推奨用量としては TVR
が 2250mg/日、SMV が 100mg/日であるが、副作
用などに応じて調整することを可能とする。治療期
間は原則 24週とする。 
 
（倫理面への配慮） 
本試験に関与するすべての者は「世界医師会ヘルシ
ンキ宣言」、および「臨床研究に関する倫理指針」
に従う。試験に携わる関係者は被験者の個人情報保

護に最大限の努力をはらう。試験責任医師および試
験分担医師は、症例登録票および症例報告書等を当
該医療機関外に提出する際には、連結可能匿名化を
行うために新たに被験者識別コードを付し、それを
用いる。医療機関外の者が、被験者を特定できる情
報（氏名・住所・電話番号など）は記載しない。デ
ータセンターが医療機関へ照会する際の被験者の
特定は、試験責任医師および試験分担医師が管理す
る被験者識別コードまたはデータセンターが発行
した登録番号を用いて行う。原資料の直接閲覧を行
ったモニタリング担当者、監査担当者、規制当局の
担当者などは、そこで得られた情報を外部へ漏洩し
ない。主任研究者等が試験で得られた情報を公表す
る際には、被験者が特定できないよう十分に配慮す
る。 
 
Ｃ．研究結果 
研究代表者および分担者所属施設から、肝移植後C
型肝炎に対してHCVのNS3領域に対するDAAを用
いて治療を行った102例の症例が登録された。内訳
はTVR使用例が32例、SMV使用例が70例であった。
そのうち現時点では77例に於いて治療が終了して
おり、24例は治療中であった。患者背景としてはT
VR群（n=32）およびSMV群（n=70)それぞれで、
患者年齢（59.5±5.9歳 vs.61.4±6.8歳、p=0.180）、
性別（男性：65.6% vs.48.6%、p=0.108）、グラフ
ト種類（左葉：34.4% vs.47.1%、p=0.227）、IL28
B（TT ：74.0% vs. 70.0%、p=0.697）、治療前Hb
（12.2±2.3g/dl vs.11.9±1.7g/dl、p=0.401）、治療
前eGFR（64.9± 14.7 vs. 63.2± 19.8、p=0.681）
には有意差を認めなかった。免疫抑制剤に関しては
TVR群はすべてサイクロスポリン（CsA）であった
のに対し、SMV群ではCsA使用は41.2%であり68.
8%の症例ではタクロリムス（Tac）が使用された（p
<0.001）。またインターフェロン製剤としてはTVR
群では全例ペグインターフェロンα2bであったが、
SMV群では33.4%の症例でペグインターフェロン
α2aが使用された（p=0.003）。ペグインターフェ
ロンの量はTVR群、SMV群それぞれ89±22mcg/週
および108±42mcg/週でありSMV群で有意に多量
であった（p=0.024）。TVR症例に於いては全症例
にてTVR1500mg/日と減量にて使用されていた。ま
たSMV症例では全例100mg/dayと標準用量が投与
されていた。TVR群およびSMV群の累積HCV-RN
A陰性化率はそれぞれ12週で93.8%および82.9%、2
4週で93.8%および84.3%であり有意差は認めなか
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った（p=0.2215）。またSVR率はTVRにて67.7%、
SMVでは54.0%であった（全体として59.2%）。有
害事象に関しては、TVR,SMV群いずれも治療もよ
る症例はなかった。TVR群ではSMV群に比し有為
に高度貧血による輸血率が高率（40.6% vs. 11.4%、
p<0.001）であった。TVR群ではその他にInterfer
on mediated graft dysfunction (IGD、n=4）、倦
怠感（n=5)、門脈血栓(n=1)、肺炎(n=1)を認め、S
MV群ではIGD（n=7）、うつ症状(n=2)、網膜症(n=
2)、眼底出血(n=1)、間質性肺炎(n=1)、発熱 (n=1)、
口内炎(n=1)、咽頭痛(n=1)を認めた。IGD症例のう
ち、9例ではSVRが達成されたが、ステロイドなど
の治療に伴いHCVの再燃を認めた。 
 
Ｄ．考察 
現在までに得られた成果の重要なポイントは、1）
DAA（TVR、SMV）を併用したペグインターフェ
ロン・リバビリン治療ではHCVRNA陰性化率は9
0%近く高率であるにも関わらずSVR率が59.2%に
留まったこと、2）インターフェロン併用の治療で
あるため、Interferon mediated graft dysfunctio
nという拒絶反応類縁疾患を10%程度の症例に発症
すること、3）TVRはSMVよりも輸血が必要な高度
貧血など重度の副作用が発生しやすい、という点に
集約できる。IL28BがT/Tである症例が70%以上で
あり、90%近い症例で一度はHCVRNA陰性化が得
られるにも関わらず、SVR率が低い要因としては、
TVR/SMV併用でも免疫抑制下では完全にウイル
スを排除するには12wのDAAあるいは12wのペグ
インターフェロン・リバビリンによる地固めでは十
分でない可能性がある。しかしながら、DAA投与
の延長は特にTVRでは高度貧血などの不耐性副作
用の発症を惹起すると考えられ、またインターフェ
ロン治療期間の延長はIGDをはじめとするインタ
ーフェロン関連の薬剤性障害を発症するリスクも
高める可能性があり、いずれも慎重であるべきであ
る。すなわち、免疫制御下にある肝移植後に於いて
は次世代のインターフェロンフリーのDAAがより
適している可能性が高い。ただし、SMVを用いた
治療後に不応（NR）あるいは再発（TR）となった
症例ではHCVウイルスのNS3領域に変異を来して
いる可能性が高く、NS3およびNS5Aに対するDAA
を併用する今後の治療では注意が必要である。 
 
Ｅ．結論 
多施設共同研究の結果から、肝移植後 C 型肝炎再
発に対して行われた TVRおよび SMV併用の 3剤
併用療法により、従来のペグインターフェロン・リ
バビリン療法（SVR率:30-40%）に比し SVR率は

約 60%と改善したが、約 90%の VR 率からすると
不十分な結果であった。今後は NS5A あるいは
NS5Bに対する次世代のDAAを肝移植後C型肝炎
に適応し、より有効な治療を行う予定である。 

       
Ｆ．知的財産権の出願・登録状況 
  （予定を含む。） 
 なし 
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Chronic rejection associated with antiviral 
therapy for recurrent hepatitis C after living 
donor liver transplantation.    
Transplantation ; 2014 

77. 上田 佳秀、丸澤 宏之 
肝移植後の抗ウイルス療法の新展開   
肝胆膵 ; 2014 

78. 猪股裕紀洋、梅下浩司、上本伸二  
肝移植症例登録報告 日本肝移植研究会  
移植 ; 2014.7 ; 49,261-274 

79. Furukori M, Imai K, Karasaki H, Watanabe K, 
Oikawa K, Miyokawa N, TaniguchiM, 
Furukawa H. 
 Clinicopathological features of small 
nonfunctioning pancreatic   
World J Gastroenterol ; 2014 

80. Kato K, Iwasaki Y, Taniguchi M, Onodera K, 
Matsuda M, Kawakami T, Higuchi M, Kato K, 
Kato Y, Furukawa H. 
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Primary colon cancer with a high serum 
PIVKA-II level.    
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Hepatic clearance measured with (99m)Tc-GSA 
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neoplasms of the pancreas: management of a 
rare complication: report of 2 cases  
Pancreas ; 2014 

89. Kubo S, Uemoto S, Furukawa H, Umeshita K, 
Tachibana D  
Japanese Liver Transplantation Society. 
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transplantation: results from a Japanese survey.
   
Liver Transpl ; 2014 

90. Nakahashi S, Furukawa H, Shimamura T, Todo 
S, Gando S.   
APRV in patients with atelectasis after liver 
transplantation.  
Anaesth Intensive Care ; 2014 

91. Egawa H, Nishimura K, Teramukai S, 
Yamamoto M, Umeshita K, Furukawa H, 
Uemoto S. 
Risk factors for alcohol relapse after liver 
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 Liver Transpl ; 2014 

92. 川原敏靖,古川博之 
免疫抑制療法の進歩と展開   
医学のあゆみ ; 2015 

93. Shiba H, Wakiyama S, Futagawa Y, Gocho T, 
Ito R, Furukawa K, Ishida Y, Misawa T, Yanaga 
K. 
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living-donor liver re-transplant patient with 
portal vein thrombosis. Transpl Int ; Jan 
2014 

95. Akamatsu N,Sugawara Y,Kokudo N,Eguchi S,  
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2.  学会発表 

1. 日本人類遺伝学会 第59回大会 
2014年11月19日-22日 
日本人におけるB型慢性肝炎とHLA-DPB1アリル
の関連解析（口演）  
西田奈央、澤井裕美、山本健、馬渡頼子、杉山真
也、笹月健彦、徳永勝士、溝上雅史 

2. 第114回日本外科学会学術集会 
2014年4月5日 京都 
肝移植後C型肝炎再発に対する抗ウイルス療法の
現状(口演)  
上田 佳秀、千葉 勉、上本 伸二 

3. 第114回日本外科学会学術集会 
2014年4月5日 京都 

ミラノ基準内肝癌に対する肝切除と肝移植の比較
(口演)  
森 章、海道 利実、波多野 悦朗、岡島 英明、上
本 伸二 

4. 第114回日本外科学会学術集会 
2014年4月4日 京都 
肝移植後感染症対策におけるホエイペプチドとプ
ロカルシトニン測定の有用性(口演)  
佐藤 朝日、海道 利実、小川 晃平、藤本 康弘、
冨山 浩司、植村 忠廣、森 章、波多野 悦朗、岡
島 英明、上本 伸二 

5. 第114回日本外科学会学術集会 
2014年4月4日 京都 
外科学の最前線―地域医療と高度医療の連携(口
演)   
上本伸二 

6. 第114回日本外科学会学術集会 
2014年 4月 4日 
Our recent innovations in living donor liver 
transplantation(口演) 
Kaido M, Uemoto S  

7. 第114回日本外科学会学術集会 
2014年4月4日 京都 
肝細胞癌治療アルゴリズム逸脱症例における肝移
植の妥当性(口演)  
小川 晃平、海道 利実、岡島 英明、波多野 悦朗、
森 章、藤本 康弘、植村 忠廣、秦 浩一郎、吉澤 淳、
冨山 浩司、上本 伸二  

8. 第114回日本外科学会学術集会 
2014年4月3日 京都 
ラットの肝移植の保存時におけるVenous 
Systemic Oxygen Persufflation with nitric oxide
（NO）の効果について(ポスター)  
吉村 弥緒、藤本 康弘、趙 向東、政野 裕紀、土
井 淳司、八木 真太郎、上本 伸二  

9. 第114回日本外科学会学術集会 
2014年4月3日 京都 
肝移植後微小血管症における補体系の関与に関す
る検討(ポスター)  
田中 宏和、久保田 豊成、秦 浩一郎、平尾 浩史、
岡村 裕輔、稲本 道、門野 賢太郎、影山 詔一、
内田 洋一朗、宮川 文、羽賀 博典、上本 伸二 

10. 第114回日本外科学会学術集会 
2014年4月3日 京都 
肝移植ドナーに対するレシピエント由来骨髄細胞
移植による肝グラフト細胞置換および拒絶軽減の
試み(ポスター)  
遠藤 耕介、堀 智英、城原 幹太、畑 俊行、鶴山 竜
昭、上本 伸二  

11. 第114回日本外科学会学術集会 
2014年4月3日 京都 
肝移植後ステロイドフリー免疫抑制療法の妥当性
(口演) 
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福光 剣、海道 利実、小川 晃平、藤本 康弘、森 章、
冨山 浩司、植村 忠廣、岡島 英明、波多野 悦朗、
上本 伸二 

12. 第69回日本消化器外科学会総会 
2014年7月16日 郡山市 
肝腎症候群合併肝不全に対する生体肝移植の治療
成績 ～自験348例の解析から～(口演) 岡
村 裕輔、秦 浩一郎、冨山 浩司、吉澤 淳、藤本 康
弘、小川 晃平、森 章、岡島 英明、海道 利実、
上本 伸二  

13. 第69回日本消化器外科学会総会)  
2014年7月17日 郡山市 
肝細胞癌治療における肝移植の位置づけ(口演)
  
小川 晃平、海道 利実、岡島 英明、森 章、藤本 康
弘、植村 忠廣、秦 浩一郎、吉澤 淳、冨山 浩司、
上本 伸二  

14. 第69回日本消化器外科学会総会) 
2014年7月17日 郡山市 
肝移植におけるサルコペニア評価と周術期栄養療
法の有用性(口演)  
海道 利実、小川 晃平、藤本 康弘、森 章、冨山 浩
司、波多野 悦朗、玉井 由美子、稲垣 暢也、上本 
伸二  

15. 第69回日本消化器外科学会総会 
2014年7月17日 郡山市 
肝移植における予後予測因子としての筋肉量や
IMACの意義(口演)  
濱口 雄平、海道 利実、奥村 晋也、藤本 康弘、
小川 晃平、森 章、波多野 悦朗、玉井 由美子、
稲垣 暢也、上本 伸二  

16. 第69回日本消化器外科学会総会 
2014年7月17日 郡山市 
肝移植における術後感染症危険因子の検討と重症
感染症対策の有用性(口演)  
佐藤 朝日、海道 利実、小川 晃平、藤本 康弘、
冨山 浩司、植村 忠廣、森 章、波多野 悦郎、岡
島 英明、上本 伸二  

17. 第50回日本移植学会総会 
2014年9月11日 東京 
肝移植後C型肝炎に対するdirect acting antiviral
先行3剤併用療法の効果と安全性  
上田 佳秀、千葉 勉、上本 伸二  

18. 第32回日本肝移植研究会 
2014年7月4日 東京 
肝移植後B型肝炎ウイルス対策の現状と問題点―
京都大学における長期フォローの経験から―  
上田 佳秀、吉澤 淳、海道 利実、岡島 英明、小
川 晃平、藤本 康弘、森 章、冨山 浩司、植村 忠
広、秦 浩一郎、山敷 宣代、丸澤 宏之、千葉 勉、
上本 伸二  

19. The 10th Japan-Korea Transplantation Forum  
2014年9月 

Successful treatment of fibrosing cholestatic 
hepatitis following liver transplantation with 
simeprevir, peginterferon and ribavirin for a 
pre-transplant null-responder  
Takebe A, Fukumoto T, Kido M, Tanaka M, 
Kuramitsu K, Kinoshita H, Urade T, So S, 
Yoshida T, Toyama H, Asari S, Goto T, 
Matsumoto T, Ajiki T, Ku Y    

20. The 1st International Congress of Living Donor 
Living Transplantation Study Group(ILDLT) 
2014年11月 
Low-dose antiviral treatment for hepatitis C 
virus following living donor liver 
transplantation without splenectomy  
Yoshida T, Takebe A, Fukumoto T, Kido M, 
Tanaka M, Kuramitsu K, Kinoshita H, 
Fukushima K, Urade T, Ku Y   

21. 第32回日本肝移植研究会 
2014年7月 
当科における成人再移植症例の検討(ワークショ
ップ )  
室川剛廣、入江友章、門久政司、本田 正樹、林田
信太郎、李 光鐘、阪本靖介、猪股 裕紀洋  

22. World Transplant Congress 2014  
2014年7月 米国サンフランシスコ 
Exosomes in human bile for the assessment of 
transplanted liver in the early postoperative 
period(poster)  
Yoshii D, Sakamoto S, Inomata Y  

23. World Transplant Congress 2014  
July 26-31, 2014  
Establishment of Educational Program in Liver 
Procurement with E-learning with Animation 
and Simulation using Large Animals 
Furukawa H  

24. 第32回日本肝移植研究会  
2014年7月3日 
日本の脳死肝移植の推進 シンポジウム   
古川博之 
第66回北日本小児科学会  
2014年8月 
「北海道における小児肝移植の経験」  
古川博之 

25. 24th World Congress of the International 
Association of Surgeons, Gastroenterologists 
and Oncologists (IASGO) 
2014年12月 Vienna, Austria 
Update on switching from tacrolimus to 
Cyclosporine A for primary biliary cirrhosis 
recurrence after living-donor liver 
transplantation.(Poster)  
Hata T, Shiba H, Sakamoto T, Onda S, 
Furukawa K, Okui N, Abe K, Iwase R, 
Futagawa Y, Ishiida Y, Toyama Y, Yanaga K. 

26. 第114回日本外科学会定期学術集会  
2014年4月 
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脂肪由来幹細胞の細胞保護効果には臓器特異性が
ある、口頭  
齋藤 裕  

27. 第114回日本外科学会定期学術集会  
2014年4月 
肝星細胞からみた加齢肝再生不全の検討  
荒川 悠佑  

28. 第50回日本肝臓学会総会  
2014年5月 
肝星細胞による加齢肝再生不全機序の検討  
荒川 悠佑  

29.  第39日本外科系連合学会学術集会  
2014年6月 
脂肪由来幹細胞（ADSCs）の膵島細胞保護作用に
はIL-6ではなくVEGFシグナルが関与する  
山田 眞一郎 

30. 第32日本肝移植研究会  
2014年7月 
肝星細胞からみた加齢肝再生不全の検討  
荒川 悠佑  

31. 第22回日本消化器関連学会週間（JDDW）  
2014年10月 
高齢者における肝再生不全の肝星細胞からのアプ
ローチ  
荒川 悠佑  

32. 日本肝移植研究会 
2014年7月3日 新宿 
シメプレビルを用いた成人生体肝移植術後C型肝
炎の治療経験  
永滋教, 篠田昌宏, 海老沼浩利, 板野理, 尾原秀明, 
北郷実, 日比泰造, 八木洋, 阿部雄太, 松原健太郎, 
金井隆典, 北川雄光 

33. 日本移植学会 
2014年9月10日 新宿 
シメプレビルを用いた成人生体肝移植術後C型肝
炎の治療成績  
永滋教, 篠田昌宏, 海老沼浩利, 板野理, 尾原秀明, 
北郷実, 阿部雄太, 日比泰造, 八木洋, 松原健太郎, 
山岸由幸, 金井隆典, 北川雄光  

34.  ILTS 2014  
2014年6月4日-7日 
Generation of NK cells from hematopoietic stem 
cells in vitro for anti-HCV and anti-HCC 
immunotherapy: Evaluation using human 
hepatocyte chimeric mice  
Shimizu S, Tanaka Y, Hotta R, Ohdan H.  

35. 第32回日本肝移植研究会 
2014年7月3日-4日 
広島大学病院におけるB 型肝炎患者に対する肝
移植成績向上への 
取り組み  
石山宏平, 井手健太郎, 大平真裕, 田原裕之, 田中
友加, 佐伯吉弘, 清水誠一, 谷峰直樹, 坂井寛, 矢

野琢也, 石田伸樹, 柳川泉一郎, 小林剛, 黒田慎太
郎, 田代裕尊, 大段秀樹.    

36. 第50回日本移植学会総会  
2014年9月10日-12日 
C 型肝炎・肝細胞癌に対する肝移植症例の長期生
存を目指した取り組み  
大平真裕, 河岡友和, 矢野琢也, 谷峰直樹, 清水誠
一, 石山宏平, 田中友加, 田代裕尊, 今村道夫, 茶
山一彰, 大段秀樹.   

37. 第50回日本移植学会総会  
2014年9月10日-12日 
リモデリングNK 細胞によるHCV 感染抑制およ
び制癌効果  
田中友加, 清水誠一, 大段秀樹.   

38. 第50回日本移植学会総会  
2014年9月10日-12日 
肝移植後HCV 再感染における肝臓内NK 細胞機
能の解析  
谷峰直樹, 田中友加, 朴金連, 安部智之, 石山宏平, 
井手健太郎, 小林剛, 大平真裕, 田原裕之, 清水誠
一, 佐伯吉弘, 田代裕尊, 大段秀樹.   

39. 第23回日本組織適合性学会大会  
2014年9月13日-15日 
HLAミスマッチ肝移植後のT細胞応答とHCV複製
抑制効果  
田中友加, 谷峰直樹, 大段秀樹.   

40. The 11th JSH Single Topic Conference  
2014年11月20日-21日 
Immunological feature of liver transplant 
recipients infected with HBV.   
Ohdan H.   

41. 第50回日本移植学会総会  
2014年9月 
腹腔鏡補助下肝ドナー手術の工夫と成績  
丸橋繁、小林省吾、和田浩志、濱直樹、友國晃、
富丸慶人、川本弘一、江口英利、梅下浩司、土岐
祐一郎、森正樹、永野浩昭  

42. 第114回日本外科学会定期学術集会  
2014年4月 
腹腔鏡補助下肝ドナー手術における工夫  
小林省吾、永野浩昭、和田浩志、濱直樹、富丸慶
人、秋田裕史、川本弘一、江口英利、梅下浩司、
土岐祐一郎、森正樹  

43. 第69回日本消化器外科学会総会  
2014年7月 
改正臓器移植法施行後の脳死肝移植の現状  
濱直樹、永野浩昭、和田浩志、富丸慶人、川本弘
一、小林省吾、江口英利、梅下浩司、土岐祐一郎、
森正樹  

44. 第50回日本移植学会総会  
2014年9月 
ABO不適合およびリンパ球クロスマッチ陽性症例
に対する成人生体肝移植成績の検討  
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和田浩志、丸橋繁、濱直樹、友國晃、富丸慶人、
川本弘一、小林省吾、江口英利、梅下浩司、土岐
祐一郎、森正樹、永野浩昭  

45. 第50回日本移植学会総会  
2014年9月 
急性肝不全に対する当院における取り組みと今後
の課題  
富丸慶人、丸橋繁、濱直樹、和田浩志、江口英利、
近藤宏樹、上野豪久、土岐祐一郎、森正樹、竹原
徹郎、嶋津岳士、永野浩昭  

46. 第50回日本腹部救急医学会総会  
2014年3月 
当院における急性肝不全に対する取り組み  
富丸慶人、永野浩昭、和田浩志、濱直樹、小林省
吾、川本弘一、江口英利、梅下浩司、中川雄公、
嶋津岳士、竹原徹郎、土岐祐一郎、森正樹  

47. 第69回日本消化器外科学会総会  
2014年7月 
肝移植術後症例における腎機能障害の検討  
富丸慶人、永野浩昭、濱直樹、和田浩志、川本弘
一、小林省吾、江口英利、梅下浩司、土岐祐一郎、
森正樹  

48. 第50回日本移植学会総会  
2014年9月 
当院における脳死肝移植症例の提供肝に関する検
討  
友國晃、丸橋繁、和田浩志、濱直樹、富丸慶人、
川本弘一、小林省吾、江口英利、梅下浩司、土岐
祐一郎、森正樹、永野浩昭  

49. 第50回日本移植学会総会  
2014年9月 
生体部分肝移植における胆嚢管を用いた胆道再建
の工夫  
大久保恵太、丸橋繁、友國晃、富丸慶人、濱直樹、
和田浩志、江口英利、梅下浩司、土岐祐一郎、森
正樹 
永野 浩昭 

50. 第69回日本消化器外科学会総会  
2014年7月 
門脈血栓症・塞栓症を伴った末期肝硬変症例に対
する肝移植における門脈再建の工夫  
大久保恵太、和田 浩志、友國 晃、富丸 慶人、濱 
直樹、川本 弘一、江口 英利、梅下 浩司、永野 浩
昭、土岐 祐一郎、森 正樹  

51.  The 2nd International Consensus Conference 
on Laparoscopic Liver Resection  
2014年10月 
Laparoscopy-assisted hybrid ledft-side donor 
hepatectomy  
Marubashi S.,Wada H., Hama N., Eguchi H., 
Doki Y., Mori M., Nagano H. 

52. 第32回日本肝移植研究会  
2014年7月 

腹腔鏡補助下肝ドナー手術の成績と妥当性  
丸橋繁、小林省吾、和田浩志、濱直樹、友國晃、
富丸慶人、川本弘一、江口英利、藪中重美、萩原
邦子、梅下浩司、上野豪久、土岐祐一郎、森正樹、
永野浩昭  

53. 第32回日本肝移植研究会  
2014年7月 
教室におけるABO不適合肝移植に対する周術期プ
ロトコールの変遷とその治療成績  
和田浩志、丸橋繁、濱直樹、友國晃、富丸慶人、
川本弘一、小林省吾、江口英利、藪中重美、萩原
邦子、梅下浩司、土岐祐一郎、森正樹、永野浩昭 

54. 第32回日本肝移植研究会  
2014年7月 
当院における急性肝不全に対する劇症肝炎ワーキ
ングの取り組み  
富丸慶人、丸橋繁、和田浩志、濱直樹、小林省吾、
友國晃、川本弘一、江口英利、藪中重美、萩原邦
子、梅下浩司、上野豪久、近藤宏樹、土岐祐一郎、
森正樹、藤野裕士、中川雄公、嶋津岳士、竹原徹
郎、永野浩昭  

55. 日本急性肝不全研究会  
2014年5月 
当院における急性肝不全に対する取り組み  
富丸慶人、和田浩志、濱直樹、小林省吾、川本弘
一、江口英利、梅下浩司、中川雄公、嶋津岳士、
竹原徹郎、土岐祐一郎、森正樹、永野浩昭  

56. 第32回日本肝移植研究会  
2014年7月 
当院における脳死肝移植症例の提供肝に関する検
討  
友國晃、丸橋繁、和田浩志、濱直樹、富丸慶人、
小林省吾、江口英利、藪中重美、萩原邦子、梅下
浩司、上野豪久、近藤宏樹、平松直樹、土岐祐一
郎、森正樹、竹原徹郎、永野浩昭  

57. 日本肝移植研究会  
2015年7月 
肝移植後のHCVに対するsimeprevirの使用経験
（口頭）  
三浦 佑一  
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１．学会等における口頭・ポスター発表 

発表した成果（発表題目、口頭・ポス

ター発表の別） 

発表者氏名 発表した場所 

（学会等名） 

発表した時期 国内・外の別 

日本人における B型慢性肝炎と

HLA-DPB1 アリルの関連解析（口演） 

西田奈央、 

澤井裕美、 

山本健、 

馬渡頼子、 

杉山真也、 

笹月健彦、 

徳永勝士、 

溝上雅史 

日本人類遺伝学会 第 59

回大会 

2014.11.19-22 国内 

肝移植後 C型肝炎再発に対する抗

ウイルス療法の現状(口演) 

上田 佳秀、 

千葉 勉、 

上本 伸二 

京都(第 114 回日本外科学

会学術集会) 

2014.4.5 国内 

ミラノ基準内肝癌に対する肝切除と

肝移植の比較(口演) 

森 章、 

海道 利実、 

波多野 悦朗、 

岡島 英明、 

上本 伸二 

京都(第 114 回日本外科学

会学術集会) 

2014.4.5 国内 

肝移植後感染症対策におけるホエイ

ペプチドとプロカルシトニン測定の有

用性(口演) 

佐藤 朝日、 

海道 利実、 

小川 晃平、 

藤本 康弘、 

冨山 浩司、 

植村 忠廣、 

森 章、 

波多野 悦朗、 

岡島 英明、 

上本 伸二 

京都(第 114 回日本外科学

会学術集会) 

2014.4.4 国内 

外科学の最前線―地域医療と高度

医療の連携(口演) 

上本伸二 京都(第 114 回日本外科学

会学術集会) 

2014.4.4 国内 

Our recent innovations in living donor 

liver transplantation(口演) 

Kaido M,  

Uemoto S 

京都(第 114 回日本外科学

会学術集会) 

2014.4.4 国内 



肝細胞癌治療アルゴリズム逸脱症例

における肝移植の妥当性(口演) 

小川 晃平、 

海道 利実、 

岡島 英明、 

波多野 悦朗、 

森 章、 

藤本 康弘、 

植村 忠廣、 

秦 浩一郎、 

吉澤 淳、 

冨山 浩司、 

上本 伸二 

京都(第 114 回日本外科学

会学術集会) 

2014.4.4 国内 

ラットの肝移植の保存時における

Venous Systemic Oxygen 

Persufflation with nitric oxide（NO）の

効果について(ポスター) 

吉村 弥緒、 

藤本 康弘、 

趙 向東、 

政野 裕紀、 

土井 淳司、 

八木 真太郎、 

上本 伸二 

京都(第 114 回日本外科学

会学術集会) 

2014.4.3 国内 

肝移植後微小血管症における補体

系の関与に関する検討(ポスター) 

田中 宏和、久

保田 豊成、秦 

浩一郎、平尾 

浩史、岡村 裕

輔、稲本 道、

門野 賢太郎、

影山 詔一、内

田 洋一朗、宮

川 文、羽賀 

博典、上本 伸

二 

京都(第 114 回日本外科学

会学術集会) 

2014.4.3 国内 

肝移植ドナーに対するレシピエント由

来骨髄細胞移植による肝グラフト細

胞置換および拒絶軽減の試み(ポス

ター) 

遠藤 耕介、 

堀 智英、 

城原 幹太、 

畑 俊行、 

鶴山 竜昭、 

上本 伸二 

京都(第 114 回日本外科学

会学術集会) 

2014.4.3 国内 

肝移植後ステロイドフリー免疫抑制

療法の妥当性(口演) 

福光 剣、 

海道 利実、 

小川 晃平、 

藤本 康弘、 

森 章、 

冨山 浩司、 

植村 忠廣、 

京都(第 114 回日本外科学

会学術集会) 

2014.4.3 国内 



岡島 英明、 

波多野 悦朗、 

上本 伸二 

肝腎症候群合併肝不全に対する生

体肝移植の治療成績 ～自験 348 例

の解析から～(口演) 

岡村 裕輔、 

秦 浩一郎、 

冨山 浩司、 

吉澤 淳、 

藤本 康弘、 

小川 晃平、 

森 章、 

岡島 英明、 

海道 利実、 

上本 伸二 

郡山市(第 69 回日本消化

器外科学会総会) 

2014.7.16 国内 

肝細胞癌治療における肝移植の位

置づけ(口演) 

小川 晃平、 

海道 利実、 

岡島 英明、 

森 章、 

藤本 康弘、 

植村 忠廣、 

秦 浩一郎、 

吉澤 淳、 

冨山 浩司、 

上本 伸二 

郡山市(第 69 回日本消化

器外科学会総会) 

2014.7.17 国内 

肝移植におけるサルコペニア評価と

周術期栄養療法の有用性(口演) 

海道 利実、 

小川 晃平、 

藤本 康弘、 

森 章、 

冨山 浩司、 

波多野 悦朗、 

玉井 由美子、 

稲垣 暢也、 

上本 伸二 

郡山市(第 69 回日本消化

器外科学会総会) 

2014.7.17 国内 



肝移植における予後予測因子として

の筋肉量や IMAC の意義(口演) 

濱口 雄平、海

道 利実、奥村 

晋也、藤本 康

弘、小川 晃

平、森 章、波

多野 悦朗、玉

井 由美子、稲

垣 暢也、上本 

伸二 

郡山市(第 69 回日本消化

器外科学会総会) 

2014.7.17 国内 

肝移植における術後感染症危険因

子の検討と重症感染症対策の有用

性(口演) 

佐藤 朝日、 

海道 利実、 

小川 晃平、 

藤本 康弘、 

冨山 浩司、 

植村 忠廣、 

森 章、 

波多野 悦郎、 

岡島 英明、 

上本 伸二 

郡山市(第 69 回日本消化

器外科学会総会) 

2014.7.17 国内 

肝移植後 C型肝炎に対する direct 

acting antiviral 先行 3剤併用療法の

効果と安全性 

上田 佳秀、 

千葉 勉、 

上本 伸二 

東京（第 50 回日本移植学

会総会） 

2014.9.11 国内 

肝移植後B型肝炎ウイルス対策の現

状と問題点―京都大学における長期

フォローの経験から― 

上田 佳秀、 

吉澤 淳、 

海道 利実、 

岡島 英明、 

小川 晃平、 

藤本 康弘、 

森 章、 

冨山 浩司、 

植村 忠広、 

秦 浩一郎、 

山敷 宣代、 

丸澤 宏之、 

千葉 勉、 

上本 伸二 

東京(第 32 回日本肝移植

研究会) 

2014.7.4 国内 



Successful treatment of fibrosing 

cholestatic hepatitis following liver 

transplantation with simeprevir, 

peginterferon and ribavirin for a 

pre-transplant null-responder 

Takebe A, 

Fukumoto T,  

Kido M,  

Tanaka M, 

Kuramitsu K, 

Kinoshita H, 

Urade T,  

So S,  

Yoshida T, 

Toyama H,  

Asari S,  

Goto T, 

Matsumoto T, 

Ajiki T,  

Ku Y  

The 10th Japan-Korea 

Transplantation Forum 

2014.9 国内 

Low-dose antiviral treatment for 

hepatitis C virus following living donor 

liver transplantation without 

splenectomy 

Yoshida T, 

Takebe A, 

Fukumoto T,  

Kido M,  

Tanaka M, 

Kuramitsu K, 

Kinoshita H, 

Fukushima K, 

Urade T,  

Ku Y 

The 1st International 

Congress of Living Donor 

Living Transplantation 

Study Group(ILDLT) 

2014.11 国外 

当科における成人再移植症例の検

討(ワークショップ ) 

室川剛廣、入

江友章、門久

政司、本田 正

樹、林田信太

郎、李 光鐘、

阪本靖介、 猪

股 裕紀洋 

第32回日本肝移植研究会 2014.7 国内 

Exosomes in human bile for the 

assessment of transplanted liver in 

the early postoperative 

period(poster) 

Yoshii D, 

Sakamoto S, 

Inomata Y  

World Transplant Congress 

2014 (米国サンフランシス

コ） 

2014.7 国外 

“Establishment of Educational 

Program in Liver Procurement with 

E-learning with Animation and 

Simulation using Large Animals”   

Furukawa H World Transplant Congress 

2014 

 2014.7.26-31   

シンポジウム：日本の脳死肝移植の

推進  

古川博之 第32回日本肝移植研究会 2014.7.3   



「北海道における小児肝移植の経

験」 

古川博之 第66回北日本小児科学会 2014.8.1   

Update on switching from tacrolimus 

to Cyclosporine A for primary biliary 

cirrhosis recurrence after 

living-donor liver 

transplantation.(Poster) 

Hata T,  

Shiba H,  

Sakamoto T,  

Onda S,  

Furukawa K,  

Okui N,  

Abe K,  

Iwase R,  

Futagawa Y,  

Ishiida Y,  

Toyama Y,  

Yanaga K. 

24th World Congress of the 

International Association 

of Surgeons, 

Gastroenterologists and 

Oncologists 

(IASGO).Vienna, Austria 

2014.12.1 国外 

脂肪由来幹細胞の細胞保護効果に

は臓器特異性がある、口頭 

齋藤 裕 第 114 回日本外科学会定

期学術集会 

2014.4 国内 

肝星細胞からみた加齢肝再生不全

の検討 

荒川 悠佑 第 114 回日本外科学会定

期学術集会 

2014.4 国内 

肝星細胞による加齢肝再生不全機

序の検討 

荒川 悠佑 第50回日本肝臓学会総会 2014.5 国内 

脂肪由来幹細胞（ADSCs）の膵島細

胞保護作用には IL-6 ではなく VEGF

シグナルが関与する 

山田 眞一郎 第39日本外科系連合学会

学術集会 

2014.6 国内 

肝星細胞からみた加齢肝再生不全

の検討 

荒川 悠佑 第 32 日本肝移植研究会 2014.7 国内 

高齢者における肝再生不全の肝星

細胞からのアプローチ 

荒川 悠佑 第22回日本消化器関連学

会週間（JDDW） 

2014.1 国内 

シメプレビルを用いた成人生体肝移

植術後C型肝炎の治療経験 

永滋教, 

篠田昌宏,  

海老沼浩利,  

板野理,  

尾原秀明,  

北郷実,  

日比泰造,  

八木洋,  

阿部雄太,  

松原健太郎,  

金井隆典,  

北川雄光 

新宿(日本肝移植研究会) 2014.7.3 国内 



シメプレビルを用いた成人生体肝移

植術後C型肝炎の治療成績 

永滋教,  

篠田昌宏,  

海老沼浩利,  

板野理,  

尾原秀明,  

北郷実,  

阿部雄太,  

日比泰造,  

八木洋,  

松原健太郎,  

山岸由幸,  

金井隆典,  

北川雄光 

新宿(日本移植学会) 2014.9.10 国内 

Generation of NK cells from 

hematopoietic stem cells in vitro for 

anti-HCV and anti-HCC 

immunotherapy: Evaluation using 

human hepatocyte chimeric mice 

Shimizu S, 

Tanaka Y, 

Hotta R, 

Ohdan H.  

ILTS 2014 2014.6.4-7 国外 

広島大学病院における B 型肝炎患

者に対する肝移植成績向上への 

取り組み 

石山宏平,  

井手健太郎,  

大平真裕,  

田原裕之,  

田中友加,  

佐伯吉弘,  

清水誠一,  

谷峰直樹,  

坂井寛,  

矢野琢也,  

石田伸樹,  

柳川泉一郎,  

小林剛,  

黒田慎太郎,  

田代裕尊,  

大段秀樹.  

第32回日本肝移植研究会 2014.7.3-4 国内 

C 型肝炎・肝細胞癌に対する肝移植

症例の長期生存を目指した 

取り組み 

大平真裕,  

河岡友和,  

矢野琢也,  

谷峰直樹,  

清水誠一,  

石山宏平,  

田中友加,  

田代裕尊,  

第50回日本移植学会総会 2014.9.10-12 国内 



今村道夫,  

茶山一彰,  

大段秀樹.  

リモデリング NK 細胞による HCV 感

染抑制および制癌効果 

田中友加,  

清水誠一,  

大段秀樹.  

第50回日本移植学会総会 2014.9.10-12 国内 

肝移植後 HCV 再感染における肝臓

内 NK 細胞機能の解析 

谷峰直樹,  

田中友加,  

朴金連,  

安部智之,  

石山宏平,  

井手健太郎,  

小林剛,  

大平真裕,  

田原裕之,  

清水誠一,  

佐伯吉弘,  

田代裕尊,  

大段秀樹.  

第50回日本移植学会総会 2014.9.10-12 国内 

HLA ミスマッチ肝移植後の T細胞応

答と HCV 複製抑制効果 

田中友加,  

谷峰直樹,  

大段秀樹.  

第23回日本組織適合性学

会大会 

2014.9.13-15 国内 

Immunological feature of liver 

transplant recipients infected with 

HBV.  

Ohdan H.  The 11th JSH Single Topic 

Conference 

2014.11.20-21 国外 

腹腔鏡補助下肝ドナー手術の工夫と

成績 

丸橋繁、 

小林省吾、 

和田浩志、 

濱直樹、 

友國晃、 

富丸慶人、 

川本弘一、 

江口英利、 

梅下浩司、 

土岐祐一郎、 

森正樹、 

永野浩昭 

第50回日本移植学会総会 2014.9 国内 



腹腔鏡補助下肝ドナー手術における

工夫 

小林省吾、永

野浩昭、和田

浩志、濱直

樹、富丸慶

人、秋田裕

史、川本弘

一、江口英

利、梅下浩

司、土岐祐一

郎、森正樹 

第 114 回日本外科学会定

期学術集会 

2014.4 国内 

改正臓器移植法施行後の脳死肝移

植の現状 

濱直樹、 

永野浩昭、 

和田浩志、 

富丸慶人、 

川本弘一、 

小林省吾、 

江口英利、 

梅下浩司、 

土岐祐一郎、 

森正樹 

第69回日本消化器外科学

会総会 

2014.7 国内 

ABO 不適合およびリンパ球クロスマ

ッチ陽性症例に対する成人生体肝移

植成績の検討 

和田浩志、 

丸橋繁、 

濱直樹、 

友國晃、 

富丸慶人、 

川本弘一、 

小林省吾、 

江口英利、 

梅下浩司、 

土岐祐一郎、 

森正樹、 

永野浩昭 

第50回日本移植学会総会 2014.9 国内 

急性肝不全に対する当院における取

り組みと今後の課題 

富丸慶人、 

丸橋繁、 

濱直樹、 

和田浩志、 

江口英利、 

近藤宏樹、 

上野豪久、 

土岐祐一郎、 

森正樹、 

竹原徹郎、 

第50回日本移植学会総会 2014.9 国内 



嶋津岳士、 

永野浩昭 

当院における急性肝不全に対する取

り組み 

富丸慶人、 

永野浩昭、 

和田浩志、 

濱直樹、 

小林省吾、 

川本弘一、 

江口英利、 

梅下浩司、 

中川雄公、 

嶋津岳士、 

竹原徹郎、 

土岐祐一郎、 

森正樹 

第50回日本腹部救急医学

会総会 

2014.3 国内 

肝移植術後症例における腎機能障

害の検討 

富丸慶人、永

野浩昭、濱直

樹、和田浩

志、川本弘

一、小林省

吾、江口英

利、梅下浩

司、土岐祐一

郎、森正樹 

第69回日本消化器外科学

会総会 

2014.7 国内 

当院における脳死肝移植症例の提

供肝に関する検討 

友國晃、 

丸橋繁、 

和田浩志、 

濱直樹、 

富丸慶人、 

川本弘一、 

小林省吾、 

江口英利、 

梅下浩司、 

土岐祐一郎、 

森正樹、 

永野浩昭 

第50回日本移植学会総会 2014.9 国内 



生体部分肝移植における胆嚢管を用

いた胆道再建の工夫 

大久保恵太、 

丸橋繁、 

友國晃、 

富丸慶人、 

濱直樹、 

和田浩志、 

江口英利、 

梅下浩司、 

土岐祐一郎、 

森正樹 

永野 浩昭 

第50回日本移植学会総会 2014.9 国内 

門脈血栓症・塞栓症を伴った末期肝

硬変症例に対する肝移植における門

脈再建の工夫 

大久保恵太、 

和田 浩志、 

友國 晃、 

富丸 慶人、 

濱 直樹、 

川本 弘一、 

江口 英利、 

梅下 浩司、 

永野 浩昭、 

土岐 祐一郎、 

森 正樹 

第69回日本消化器外科学

会総会 

2014.7 国内 

Laparoscopy-assisted hybrid 

ledft-side donor hepatectomy 

Marubashi S, 

Wada H, 

Hama N,  

Eguchi H, 

Doki Y,  

Mori M, 

Nagano H. 

The 2nd International 

Consensus Conference on 

Laparoscopic Liver 

Resection 

2014.1 海外 

腹腔鏡補助下肝ドナー手術の成績と

妥当性 

丸橋繁、 

小林省吾、 

和田浩志、 

濱直樹、 

友國晃、 

富丸慶人、 

川本弘一、 

江口英利、 

藪中重美、 

萩原邦子、 

梅下浩司、 

上野豪久、 

土岐祐一郎、 

第32回日本肝移植研究会 2014.7 国内 



森正樹、 

永野浩昭 

教室における ABO不適合肝移植に

対する周術期プロトコールの変遷と

その治療成績 

和田浩志、丸

橋繁、濱直

樹、友國晃、

富丸慶人、川

本弘一、小林

省吾、江口英

利、藪中重

美、萩原邦

子、梅下浩

司、土岐祐一

郎、森正樹、

永野浩昭 

第32回日本肝移植研究会 2014.7 国内 

当院における急性肝不全に対する劇

症肝炎ワーキングの取り組み 

富丸慶人、 

丸橋繁、 

和田浩志、 

濱直樹、 

小林省吾、 

友國晃、 

川本弘一、 

江口英利、 

藪中重美、 

萩原邦子、 

梅下浩司、 

上野豪久、 

近藤宏樹、 

土岐祐一郎、 

森正樹、 

藤野裕士、 

中川雄公、 

嶋津岳士、 

竹原徹郎、 

永野浩昭 

第32回日本肝移植研究会 2014.7 国内 



当院における急性肝不全に対する取

り組み 

富丸慶人、 

和田浩志、 

濱直樹、 

小林省吾、 

川本弘一、 

江口英利、 

梅下浩司、 

中川雄公、 

嶋津岳士、 

竹原徹郎、 

土岐祐一郎、 

森正樹、 

永野浩昭 

日本急性肝不全研究会 2014.5 国内 

当院における脳死肝移植症例の提

供肝に関する検討 

友國晃、 

丸橋繁、 

和田浩志、 

濱直樹、 

富丸慶人、 

小林省吾、 

江口英利、 

藪中重美、 

萩原邦子、 

梅下浩司、 

上野豪久、 

近藤宏樹、 

平松直樹、 

土岐祐一郎、 

森正樹、 

竹原徹郎、 

永野浩昭 

第32回日本肝移植研究会 2014.7 国内 

肝移植後のHCVに対する simeprevir

の使用経験（口頭） 

三浦 佑一 日本肝移植研究会 2014.7 国内 

     
２．学会誌・雑誌等における論文掲載     

掲載した論文（発表題目） 発表者氏名 発表した場所（学会誌・雑

誌等名） 

発表した時期 国内・外の別 

Frequent plasma cell hepatitis under 

Telaprevir based triple therapy for 

hepatitis C after liver 

transplantation? 

Ikegami T, 

Yoshizumi T, 

Shirabe K, 

Maehara Y. 

J Hepatol, 2014; 60: 894–896. 国外 



Small upper midline incision for living 

donor hemi-liver graft procurement in 

adults 

Ikegami T, 

Shirabe K, 

Yamashita YI, 

Yoshizumi T, 

Harimoto N, 

Takeishi K, 

Tsujita E,  

Itoh S,  

Maehara Y.  

J Am Coll Surg,  2014;219(3):e39-43. 国外 

D-MELD as a predictor of early graft 

mortality in adult-to-adult living 

donor liver transplantation 

Ikegami T,  

Imai D,  

Wang H, 

Yoshizumi T,  

Yamashita Y,  

Ninomiya M,  

Iguchi T,  

Bekki Y,  

Shirabe K,  

Maehara Y.  

Transplantation, 2014;97:457-62. 国外 

 Reduced-dosed Telaprevir-based 

triple antiviral therapy for recurrent 

hepatitis C after living donor liver 

transplantation. 

Ikegami T,  

Yoshizumi T,  

Kato M,  

Yamamoto S,  

Fukuhara T,  

Matsuura Y,  

Nakamura S,  

Ito S, 

Shirabe K  

Maehara Y.  

Transplantation, 2014 Nov 

15;98(9):994-9. 

国外 

The strategies to treat immune 

mediated graft dysfunction after living 

donor liver transplantation for 

hepatitis C 

Ikegami T,  

Wang H,  

Yoshizumi T,  

Toshima T,  

Aishima S,  

Fukuhara T,  

Furusyo N,  

Kotoh K,  

Shimoda S,  

Shirabe K,  

Maehara Y.  

Hepatol Int, 2014;8:285-92 国外 



Living donor liver transplantation for 

elderly patients over sixty-five years 

old with preserved performance 

status results in acceptable 

outcomes. 

Ikegami T,  

Yoshizumi T,  

Bekki Y,  

Ninomiya M,  

Yamashita Y,  

Uchiyama H,  

Soejima Y,  

Wang H,  

Imai D,  

Shirabe K,  

Maehara Y. 

Liver Transpl,  2014 

Apr;20(4):408-15. 

国外 

High MELD score combined with the 

presence of hepatitis C is associated 

with poor prognosis of living donor 

liver transplantation. 

Ikegami T,  

Shirabe K,  

Yoshiya S,  

Yoshizumi T,  

Yamashita Y,  

Harimoto N,  

Toshima T,  

Uchiyama H,  

Soejima Y,  

Maehara Y. 

Surg Today, 2014 

Feb;44(2):233-40. 

国外 

Obstructing spontaneous major shunt 

vessels is or might not be mandatory 

in living donor liver transplantation: 

the authors' reply. 

Ikegami T, 

Yoshizumi T, 

Yamashita Y, 

Harada N, 

Kawanaka H, 

Shirabe K, 

Maehara Y. 

Transplantation.  2014 May 

15;97(9):e53. 

国外 

Suppression of autophagy during liver 

regeneration impairs energy charge 

and hepatocyte senescence in mice. 

Toshima T,  

Shirabe K,  

Fukuhara T,  

Ikegami T,  

Yoshizumi T,  

Soejima Y,  

Ikeda T,  

Okano S,  

Maehara Y. 

Hepatology. 2014 

Jul;60(1):290-300. 

国外 



Effect of laparoscopic splenectomy 

on portal haemodynamics in patients 

with liver cirrhosis and portal 

hypertension. 

Kawanaka H,  

Akahoshi T,  

Kinjo N,  

Iguchi T,  

Ninomiya M,  

Yamashita YI,  

Ikegami T,  

Yoshizumi T,  

Shirabe K,  

Maehara Y. 

Br J Surg, 2014 

Nov;101(12):1585-9

3 

国外 

Preemptive thoracic drainage to 

eradicate postoperative pulmonary 

complications after living donor liver 

transplantation. 

Imai D,  

Ikegami T,  

Toshima T,  

Yoshizumi T,  

Yamashita Y,  

Ninomiya M,  

Harimoto N,  

Itoh S,  

Uchiyama H,  

Shirabe K,  

Maehara Y. 

J Am Coll Surg. 2014 

Dec;219(6):1134-11

42. 

国外 

Different histological sequela of 

immune-mediated graft dysfunction 

after interferon treatment in 

transplanted dual grafts from living 

donors. 

Ninomiya M,  

Aishima S,  

Yoshizumi T,  

Ikegami T,  

Wang H,  

Harimoto N,  

Ito S,  

Uchiyama H,  

Soejima Y,  

Kawanaka H,  

Shirabe K,  

Maehara Y.  

Liver Transpl, 2014 

Dec;20(12):1520-2. 

国外 

Impact of Rituximab Desensitization 

on Blood-Type-Incompatible Adult 

Living Donor Liver Transplantation: A 

Japanese Multicenter Study. 

Egawa H,  

Teramukai S,  

Haga H,  

Tanabe M,  

Mori A,  

Ikegami T,  

Kawagishi N,  

Ohdan H,  

Kasahara M,  

Am J Transplant, 2014;14:102-14. 国外 



Umeshita K. 

Selection of Right Posterior Sector 

Graft for Living Donor Liver 

Transplantation. 

Yoshizumi T,  

Ikegami T,  

Kimura K,  

Uchiyama H,  

Ikeda T,  

Shirabe K,  

Maehara Y. 

Liver Transpl. 2014 

Sep;20(9):1089-96. 

国外 

Re-evaluation of predictive score for 

6-month graft survival in living donor 

liver transplantation in modern era. 

Yoshizumi T, 

Ikegami T, 

Bekki Y, 

Ninomiya M, 

Uchiyama H, 

Iguchi T, 

Yamashita YI, 

Kawanaka H, 

Shirabe K, 

Maehara Y. 

Liver Transpl,  2014 

Mar;20(3):323-32. 

国外 

Laparoscopic liver resection in the 

semiprone position for tumors in the 

anterosuperior and posterior 

segments, using a novel dual-handling 

technique and bipolar irrigation 

system. 

Ikeda T,  

Toshima T,  

Harimoto N,  

Yamashita Y,  

Ikegami T,  

Yoshizumi T,  

Soejima Y,  

Shirabe K,  

Maehara Y. 

Surg Endosc, 2014 

Aug;28(8):2484-92. 

国外 

Revisiting the safety of living liver 

donors by reassessing 441 donor 

hepatectomies: is a larger 

hepatectomy complication-prone? 

Uchiyama H,  

Shirabe K,  

Nakagawara H,  

Ikegami T,  

Toshima T,  

Soejima Y,  

Yoshizumi T,  

Yamashita YI,  

Harimoto N,  

Am J Transplant,  2014 

Feb;14(2):367-74. 

国外 



Ikeda T,  

Maehara Y.  

Evaluation of graft stiffness using 

acoustic radiation force impulse 

imaging after living donor liver 

transplantation. 

Ijichi H,  

Shirabe K,  

Matsumoto Y,  

Yoshizumi T,  

Ikegami T,  

Kayashima H,  

Morita K,  

Toshima T,  

Mano Y,  

Maehara Y. 

Clin Transplant, 2014 

Nov;28(11):1256-62. 

国外 

Effect of Body Composition on 

Outcomes after Hepatic Resection 

for Hepatocellular Carcinoma. 

Itoh S,  

Shirabe K,  

Matsumoto Y,  

Yoshiya S,  

Muto J,  

Harimoto N,  

Yamashita YI,  

Ikegami T,  

Yoshizumi T,  

Nishie A,  

Maehara Y. 

Ann Surg Oncol. 2014 

Sep;21(9):3063-8. 

国外 

Clinical Significance of 

Gastrointestinal Bleeding After Living 

Donor Liver Transplantation. 

Kimura K,  

Ikegami T,  

Bekki Y,  

Ninomiya M,  

Yamashita YI,  

Yoshizumi T,  

Yoshiya S,  

Soejima Y,  

Harada N,  

Shirabe K,  

Maehara Y. 

Transpl Int. 2014 

Jul;27(7):705-11. 

国外 



Fairly rare de Novo inflammatory 
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